
医療経営
ﾔﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ限定環境・感染症医療統計疫学 行動科学・倫理政策・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

 

GCコース CBコース

特別コース・プログラムの点線の枠内の科目で、
科目名の後に（●●限定）という指定がない科目
は専門職学位課程全学生が対象（履修可能）。

特別コース・プログラムの点線の枠外の科目で、
科目名の後に(MCR)や(GC)等特別コース名を示す
括弧がある科目は、当該特別コースの必修科目。

MCR:臨床研究者養成ｺｰｽ
GC:遺伝ｶｳﾝｾﾗｰｺｰｽ
CB:臨床統計家育成ｺｰｽ
知財:知的財産経営学ﾌﾟﾛ ｸﾞﾗﾑ

＜凡例＞

作成日：2023年2月6日

全体DP:「社会における人間」の健康や疾病に関わる問題を探知・評価・分析・解決する知識、技術、態度を有する高い素養を身につける

応
用

中
級

基
礎

人間生態学

毒性科学

基礎人類遺伝学

座学 実習・演習

医学研究科 社会健康医学系専攻 専門職学位課程 コースツリー

その他科目

医学基礎領域
（医療系学部
等以外出身者
必修）

医学基礎Ⅰ
医学基礎Ⅱ
臨床医学概論

コ
ア(

選
択)

必
修 社会疫学

地域保健活動論

ﾍﾙｽｻｲｴﾝｽ研究の進め方

疫学Ⅱ（研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ）
（コア必修）

医療統計学（コア必修）

感染症疫学

産業・環境衛生学

医療制度・政策・経済

医薬政策・行政(GC)

行動科学

基礎医療倫理学(GC)

質的研究・演習

観察研究の統計的方法

解析計画実習

医療統計学実習

交絡調整の方法フィールドワーク

文献検索法(GC)文献評価法(GC/MCR)

健康情報学Ⅱ エビデンスユーザ入門

統計遺伝学Ⅰ・Ⅱ

環境曝露・リスク評価

ベンチトレーニング
コース

医薬品の開発と評価

医療の質評価

医療社会学・基礎

遺伝医療と倫理・社会

臨床遺伝学・遺伝
ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ

臨床遺伝学演習
(GC限定)

遺伝医学特論

遺伝ｶｳﾝｾﾗｰｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ概
論(GC限定)

ゲノム科学と医療

遺伝ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ
実習１・２(GC限定)

医療経営特別
ｶﾘｷｭﾗﾑⅠ・Ⅱ

医療経営ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ

社会健康医学課外
実習

（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ）

臨床研究計画法Ⅰ・Ⅱ/
演習Ⅰ・Ⅱ(MCR限定）

臨床試験(MCR・CB)

臨床研究ﾃﾞｰﾀ管理学
(MCR限定・CB限定)

専門職学位課程 ＤＰ：
１．社会健康医学に関わる実務・政策・調査・教育において、専門的かつ指導的役割を果たすことができる
２．人々の健康に関わる経済・環境・行動・社会的要因について知識を深め、新しい知識と技術を生み出すことができる
３．生み出した新しい知識と技術を健康・医療に関わる現実社会の実践、方策と政策に還元できる
４．社会健康医学に関わる各専門の知識と技術をもって、個人・組織・地域・国・世界レベルで貢献できる

基礎人類遺伝学演習
(GC限定)

遺伝ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ
演習１・２(GC限定)
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門
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位
課
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次
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ー
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、
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年
制
Ｍ
Ｐ
Ｈ
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ー
ス
は
1
年
次
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保健・医療の経済評価

MCRコース DP: 臨床研究を支える基本理論・知識・実践技術に習熟し、医療者としてのリサーチ・クエスチョンを解

決するために、研究プロトコールの作成、研究の実施・マネジメント、データの解析、解釈、論文化を独力でできる（或い
は、適切な時期に専門家に適切な相談・照合ができる）

系統的レビュー(MCR限定)EBM・診療ガイドライン特論(MCR限定)

他
の
科
目
も
履
修
可
能

左記のコア5領域について、専
門職学位課程のうち基幹課程
(2年制MPHｺｰｽ)及び1年制MPH
ｺｰｽは合計10単位以上、MCRｺ-
ｽ、GCｺｰｽ、知財ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、コ
ア必修およびコア3～5の各領
域から1単位以上合計7単位を
修得することを修了の要件とす
る。その他必修科目は、各ｺｰｽ、
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによる。

他の科目も履修可能

Ｍ
Ｃ
Ｒ
コ
ー
ス

GCコース DP:
先端医療に対応できる高
度な専門的知識とコミュニ
ケーション能力を持ち、患
者・家族の立場を理解し
て遺伝医療におけるイン
ターフェースとなる能力を
身につける

社会健康医学におけるコア5領域の科目群（エビデンスの活用の科目群を除く）

医療倫理学各論(GC)

コースツリーの見方： 図の下部からコア→基礎→中級→応用と
積み上げてゆき、最終的に「課題研究」を経てDPを達成する

疫学Ⅰ（疫学入門）
（コア必修）

コア領域1 コア領域2 コア領域3 コア領域4 コア領域5

臨床研究特論Ⅰ・Ⅱ
(MCR限定)

社会健康医学と健康政策

医療技術の経済評価
(MCR限定)

知財プログラム

(生命科学系以外)
薬理学

ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ

知的財産経営学基礎

メディカル分野技術経
営学概論

特許法特論・演習
（前期）（後期）

知的財産法演習

ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ特論

契約実務演習

他の科目も履修可能

知財プログラム DP:
生命科学分野における知
的財産経営、技術経営に
関する問題解決能力、実
践・実務能力、及び、高度
な専門性を身につける

医薬品・医療機器の開
発計画、薬事と審査

エビデンスの活用
健康情報学Ⅰ

ﾃﾞｰﾀ解析法特論
(MCR限定)

行政医学・産業医学

課題研究（MCRｺｰｽ・GCｺｰｽ・CBコース・知財ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを含む、専門職学位課程全学生必修）

健康デザイン論
生存時間解析(CB)

統計モデルとその応用
(CB)

臨床統計家の実務ｽｷﾙ
(CB限定)

統計的推測の基礎(CB)

臨床研究実地研修I・II 
(CB限定)

他の科目も履修可能

CBコース DP:
臨床研究の科学的な質を
保つために必要な統計学
基礎・臨床統計学の知識、

臨床統計家に求められる
技術、臨床研究の倫理的
な質を保つために必要な
知識・態度を身につける

臨床試験の統計的方法
(CB)

統計家の行動基準(CB)

統計的推測の基礎・
演習(CB限定)

メタアナリシス(CB)

多重性の考え方(CB)

環境・感染症論

質的研究入門

社会疫学研究法
（MCR限定）

感染症数理モデル入門

医学コミュニケーション
基礎

遺伝サービス情報学

QOL・PRO評価法

ポストコロナ社会の
イノベーション
健康危機管理

創薬医学特論

グローバルヘルス通論

公衆衛生の緊急事態
におけるリスクコミュニ

ケーション



環境・感染症医療統計疫学 行動科学・倫理政策・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

医学研究科 社会健康医学系専攻 博士後期課程 コースツリー 作成日：2023年xx月xx日

【３年次】博士論文

博
士
後
期
課
程
１~

3
年
次

全体DP:「社会における人間」の健康や疾病に関わる問題を探知・評価・分析・解決するために必要な学術課題を考究する素養を身に

つける

博士後期課程DP：
１．社会健康医学に関わる実務・政策・調査・教育において、高度に専門的かつ指導的役割を果たすことができる
２．人々の健康に関わる経済・環境・行動・社会的要因について高度な知識を深め、新しい知識と技術を生み出すことができる
３．生み出した新しい知識と技術を健康・医療に関わる現実社会の高度な実践方策と高度な政策に還元できる
４．社会健康医学に関わる各専門の高度な知識と技術をもって、個人・組織・地域・国・世界レベルで貢献できる

医学基礎領域
(医療系学部等
以外出身者)
医学基礎Ⅰ
医学基礎Ⅱ
臨床医学概論

コ
ア(

選
択)

必
修

疫学Ⅰ（疫学入門）
（コア必修）

医療統計学
（コア必修）

感染症疫学

産業・環境衛生学

行動科学

基礎医療倫理学

医学コミュニケー
ション基礎

博士課程セミナー

各自の到達目標に合わせ本専攻専門職学位課程の各科目を履修することができる

左記のコア5領域につ
いて、コア必修およ
びコア3～5の各領域
から1単位以上合計7
単位を修得すること
を修了の要件とする。

社会健康医学におけるコア5領域の科目群

以下の各科目について、本専攻専門職学位課程からの進学者は履修する必要はない

疫学Ⅱ（研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ）
（コア必修）

コア領域1 コア領域2 コア領域3 コア領域4 コア領域5
医療制度・政策・経済

Healthcare Systems and 
Policies around the World

医薬政策・行政(GC)

保健・医療の経済評価

社会健康医学と健康政策

社会疫学

社会健康医学・臨床疫学研究（演習・実習）
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